
  



  



  



  



  



  

非人道性
第３回会議　ウィーン
（オーストリア政府主催）
２０１４年１２月？

■「人道上の影響」の議論から、禁止への「行動」へ
　ー禁止条約にどこまで踏み込むか

■政治・外交プロセスの選択肢を議論？

■２０１５年ＮＰＴ再検討会議への提言？



  

ＮＰＤＩ広島会合

■「核の傘」７カ国の動き

■アメリカ、インドネシア、ＮＰＴ準備委議長の参加

■「核の傘」国の主張
　①禁止だけでは廃絶できない
　②人道だけでなく安全保障の議論を
　③核保有国を関与せよ
　④ＮＰＴプロセスが大事



  

ＮＰＤＩ広島会合

■非人道性の発信

　　「いかなる状況においても核兵器が使用され
　　ないことが人類の生存にとって利益になる」

■メキシコ会議の成果への言及

■オーストリア会議への参加呼びかけ



  

オーストリア会議

日本は参加を
「前向きに検討」

2014.3.25 
意見交換会



  

日本の進路

①核兵器禁止条約に進む

②核兵器禁止条約以外の取り組みを行う
　・核保有国に人道の議論に引き込む
　・核兵器の役割低減
　・警戒態勢の解除

③核兵器禁止条約を妨害しない
　（＝②を①の条件としない）

④第４回非人道会議？　
　２０１５年国連軍縮会議広島



  

日本の課題

「ＮＰＴ決戦論」の克服
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